
 
 
 

 

学ぶ、心輝く竹谷っ子 
 

関わりを学ぶ  
 

 風さわやかな時も過ぎ、暑さが日に日に増してきたこの頃です。明日はいよいよコロナの影響で２年間オープ

ン実施ができなかった「竹谷チャレンジフェスティバル」です。通称「チャレフェス」は、竹谷っ子が毎年楽し

みにしている児童会行事です。今年度は制限付きですが、保護者の方にお越しいただき開催することができます。

子どもたちは、この２年間の準備の様子と比べると、その表情は一段といきいきとしています。「お客さんで、 

おうちの方が来てくれる」・・・そのことが、その原動力であるように思います。 

先日、ある教室に入りますと、話し合い活動の真っ最中でした。クラスで出すお店が、三段階のレベルに分か

れており、そのレベルの名称を考えていました。たくさん意見がでていました。七つか八つ出たところで、多数

決をとります。先生が「いいなと思うものに手をあげてね」と言うと、一人の児童が「顔を伏せたいです」と発

言しました。どうやら、自分の言った意見に手が挙がらなかったらどうしようと不安になったようです。みんな

からも賛成の声があがり、机に顔をふせて手を挙げます。こうして、お店のレベル名称が無事に決まると、先生

は「どの名前も、よかったよね。たくさんの名前を考えて発表すること、こうやってみんなで考えられたことが、

大切なことだよ」と子どもたちに語りました。この話し合い活動での「ねらい」です。 

今回の行事チャレフェスは教科外の活動です。児童の心の成長にとってはなくてはならない活動です。楽

しくお店の活動をすることから、様々なことを学んでいきます。教室での話し合い活動・実際に準備をして

いく作業・当日のお店運営等を通して、集団で一つのことを決める・周りの人と協働する・他の人と関わり

対話することを体験します。自分の意見が通らないこと、他の人のやり方と自分のやり方の違いにとまどう

こと等、子どもたちは小さな壁にぶつかります。ぶつかりながら学びます。ぶつからなければ学べないこと

があるのです。譲歩することや悔しい思いをしている友達の気持ちをおもいやること。やり方が違うことを

話し合いで同じ方向を見出すこと。どれも実際にやってみるからこそ、わかっていくことです。 

このコロナ禍では、この「ぶつかり」を体験する機会が激減しています。子どもたち同士のトラブルの原

因が、独りよがりな理由によるものも多くなってきています。頭では、どうすればよかったかわかっていて

も、我を通してしまいがちです。毎日の生活そのものが、人との関わりの学びです。トラブルも学びのチャ

ンスです。まだ、感染状況に気を付け感染対策をしっかりと講じていく毎日ですが、「関わりの学び」を広

げていきたいと考えています。 

「関わり」のトラブルとしては、ゲーム内でのオンライントラブルも急増しています。顔の見えない特異

な空間でのやりとりを現実に持ち込んでのトラブルです。こちらも、情報モラルとして学校で指導していき

ますが、ゲームについては、ご家庭の働きかけが不可欠です。ゲームでの「関わりの学び」に、どうぞ関わ

っていただけますよう、よろしくお願いいたします。 

明日は、いいお天気に恵まれそうです。子どもたちがいきいきと活動し、たくさんの人との関わりが楽し

かったなと思える一日になりますように。                   

（校長 峯本 千鶴） 
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